「ミラノ・ポルディ・ペッツォーリ美術館」
華麗なる貴族コレクション
Bunkamura ザ・ミュージアム（東京・渋谷）　2014.04.04〜05.25
　「ポルディ・ペッツォーリ美術館」は、イタリア北部のミラノの中心街にある“ヨーロッパで最も優雅で美しい”といわれている「邸宅美術館」である。
名門貴族であるポルディ・ペッツォーリ家の末裔「ジャン・ジャコモ・ポルディ・ペッツォーリ(1822〜79)」は、一族に代々受け継がれ自らも収集した絵画、工芸品、武具、宝石、タペストリーなどで邸宅を埋め尽くし、芸術の香りあふれる比類の館を作り上げた。この邸宅と数多くの華麗なるコレクションは、主亡きあと“全ての美術コレクションは永久公開されるものとする”との遺言により「美術館」として一般に公開されている。
本展覧会は、ルネサンスから19世紀にいたる「約80点」の数々のコレクションが本邦で初公開されるもので、華麗なる貴族文化を堪能できるものである。
見どころは、当美術館のシンボルとして肖像画史上に輝く“横顔の美人作品”＜貴婦人の肖像＞（ピエロ・デル・ポッライウォーロ　1470年頃　写真）で、他に＜ジャン・ジャコモ・ポルディ・ペッツォーリの肖像＞（ジュゼッペ・ペルティーニ　1880年頃）、＜キリストの哀悼＞（サンドロ・ポッティチェッリ　1500年頃）、<美徳と高潔の寓意＞（ジャンパッティスタ・テイエポロ　1740〜50年）などの絵画や、ヴェネツィア製＜コブレット＞の装飾品などである。
参考資料　：　雑誌「芸術新潮」４月号　96〜101、2014
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